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北斗市　議会だより １

第４回定例会
　令和7年第4回定例会は、12月2日から10日までの9日間の会期で開催され、一般質問のほか、令和7年度
各会計補正予算、条例の一部改正などについて審議しました。

こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここことととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししこんなことが決まりましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

3億1,457万7千円追加

248億2,133万8千円総
額

令和7年度一般会計補正予算（第4号）にて3億1,457万7千円を追加
し、総額を248億2,133万8千円とするものです。

●一般会計の主な内容

補正の理由補正額項目

市役所本庁舎における空調設備
設置工事に要する経費のため

1億3,055万
9千円追加

本庁舎施設改修
事業経費

観光交流センター本館エアコン
故障に伴い実施する改修工事の
実施設計に要する委託料のため

159万5千円
追加

観光交流センター
改修事業経費

令和７年度　一般会計補正予算

市役所本庁舎ロビー

原案可決

本庁舎施設改修事業経費
　
Ｑ　空調設備の完成時期はいつ頃
と予定しているか。

Ａ　1月に工事発注を行い、9月末
を工期とする予定ですが、実際
にエアコンの設置が完了するの
は8月中を予定しています。

▼条　　例

結　　果付　　　　　　　託案　　　　　　　　　　件
原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例の制定

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市特定乳児等通園支援事業の運営の基準に関する条例の制定

原案可決総務常任委員会へ付託北斗市空き地の環境向上に関する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・
子育て支援施設等の運営の基準に関する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一
部改正

原案可決産業建設常任委員会へ付託北斗市農業生産施設条例の一部改正

原案可決産業建設常任委員会へ付託北斗市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改
正する条例の一部改正

 12ページの「委員会活動をお知らせします」で詳細をご覧ください

総　　　額補　正　額会　計　名(補正番号)

48億395万1千円2,131万6千円追加介護保健事業特別会計補正予算(第2号)

令和７年度　各会計補正予算 原案可決
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▼そ の 他

結　　果付　　　　　　　託案　　　　　　　　　　件

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市体育館及び柳沢スキー場における指定管理者の指定
（指定管理者：特定非営利活動法人・北斗スポーツクラブ）

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市民プールにおける指定管理者の指定
（指定管理者：株式会社オカモト）

 12ページの「委員会活動をお知らせします」で詳細をご覧ください

すべて原案可決

総　　　額補　正　額会　計　名(補正番号)

7億4,129万6千円4万5千円増額水道事業会計補正予算(第2号)（収益的支出）

12億5,842万4千円0千円
下水道事業会計補正予算(第2号)（収益的支出）
（下水道使用料基本料金免除による減額分を一般会
計から負担金として同額を増額計上しています。）

第３回臨時会
　令和7年第3回臨時会は、12月24日に開催され、令和7年度各会計補正予算について審議しました。

原案可決

総　　　額補　正　額会　計　名(補正番号)

253億2,986万1千円5億852万3千円追加一般会計補正予算（第5号）

問
　
　
月
４
日
は
一
日
中
雪
が
降
っ
て
お

12

り
、
当
然
除
雪
が
入
る
と
思
い
ま
し
た
が
、

翌
朝
ど
の
地
域
も
除
雪
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
回
の
除
雪
の
対
応
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

答
（
市
長
）
　
月
４
日
か
ら
５
日
の
降
雪

12

に
際
し
て
は
、
午
前
０
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル

で
は
、
一
部
の
地
域
で
吹
き
だ
ま
り
に
よ

り
除
雪
出
動
基
準
を
上
回
る
箇
所
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
地
域
に
お
い
て
は
全

体
的
に
出
動
基
準
を
下
回
る
箇
所
も
あ
り
、

出
動
を
見
送
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
私
が
市
内
の
降
雪
状

況
を
見
た
と
き
、
除
雪
が
必
要
と
の
判
断

か
ら
直
ち
に
市
内
全
路
線
の
除
雪
を
実
施

す
る
よ
う
指
示
を
出
し
、
順
次
除
雪
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
近
年
は
、
降
雪
測
定
時
間
を
過
ぎ
て
か

ら
の
降
雪
も
あ
り
、
以
前
か
ら
柔
軟
に
対

応
す
べ
き
と
の
指
導
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
の
初
動
と
い
う
こ
と
も
あ
り
出
動
判

断
に
お
い
て
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
た
こ
と
に
よ

り
、
結
果
と
し
て
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
の

通
学
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
御
不

便
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
、
除
雪
業
務
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り

た
い
。

水
上
　
　
務
 議
員

除
雪
に
関
す
る
緊
急
質
問

問
　
　
月
４
日
か
ら
５
日
に

12か
け
て
の
降
雪
時
の
対

応
は

答
　
市
　
長

　
　
市
内
全
路
線
の
除
雪
を

指
示
し
、
順
次
除
雪
を

行
っ
た

※緊急質問とは
〇一般質問とは別に、質問が緊急を要するとき（天
変地異、突発的な出来事の発生、執行部の政治責任
など）、議会の同意を得て行う質問

緊
急
質
問

12/10

令和７年度　一般会計補正予算

令和７年度　各会計補正予算
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問
　
水
無
に
所
在
す
る
火
葬
場
に
多
く
の
カ
メ

ム
シ
が
い
ま
す
。

　
専
門
家
に
よ
っ
て
処
理
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
北
斗
市
火
葬
場
周
辺
で
は
、
例
年

　
月
頃
か
ら
　
月
初
旬
に
か
け
て
カ
メ
ム
シ
の

10

11

発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
メ
ム
シ
の
駆
除
に
つ
い
て
、
専
門
事
業
者

に
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
カ
メ
ム
シ
は
殺
虫

剤
へ
の
耐
性
が
強
く
、
ま
た
、
殺
虫
剤
の
臭
い

を
忌
避（
き
ひ
）し
な
い
の
で
、
直
接
体
の
表
面

に
殺
虫
剤
を
接
触
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
発
生
場
所
と
な
る
草
地
や
樹
木
等
を
広
範
囲

に
わ
た
り
、
す
べ
て
刈
り
取
っ
て
し
ま
う
以
外

に
、
根
本
的
な
発
生
抑
制
が
困
難
で
す
。

　
火
葬
場
建
物
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
よ
う
、
職

員
が
殺
虫
剤
の
散
布
を
行
う
な
ど
、
で
き
る
限

り
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
利
用
さ
れ
る
皆
さ

ま
の
御
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

土
木
行
政
に
関
す
る
件

問
　
茨
旧
上
磯
地
区
の
道
路
に
は
ラ
イ
ン
が
な

い
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
冬
が
近
づ
い
て
い
ま
す
が
、
道
路
の
ラ
イ
ン

を
引
く
考
え
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

芋
総
合
体
育
館
西
側
駐
車
場
が
工
事
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
何
の
目
的
で
工
事
さ
れ
て
い
る
の
か

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
茨
道
路
に
引
く
ラ
イ
ン
は
、
安
全

で
円
滑
な
道
路
交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
て
お
り
、
消
え
て
し
ま
っ
た
ラ
イ
ン

に
関
し
て
は
、
現
地
確
認
な
ど
に
よ
り
、
道
路

の
利
用
状
況
な
ど
、
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
、

再
設
置
箇
所
を
選
定
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

芋
市
は
、
運
動
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の
一

環
と
し
て
、
市
道
公
園
線
に
面
す
る
西
側
駐
車

場
の
改
修
、
増
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
駐
車
場
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
路
床

沈
下
に
伴
い
排
水
能
力
が
低
下
し
、
大
き
な
水

溜
ま
り
が
で
き
、
ま
た
、
舗
装
部
分
に
亀
裂
が

生
じ
て
い
た
こ
と
、
駐
車
場
か
ら
総
合
体
育
館

ま
で
の
移
動
距
離
が
長
く
、
車
椅
子
な
ど
で
の

利
用
者
に
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
総
合
体
育
館
か
ら
最
も
近
い
駐
車
場
で

利
用
頻
度
も
多
く
、
駐
車
台
数
が
不
足
気
味
と

な
っ
て
い
た
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
各
種
大

会
な
ど
、
大
型
バ
ス
で
来
場
す
る
利
用
者
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
大
型
バ
ス
用
駐
車

枠
の
設
置
が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
改
修
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
障
害
者
用
駐
車
枠
を
配
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
車
椅
子
な
ど
で
総
合
体
育
館
ま
で
移

動
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

人
事
行
政
に
関
す
る
件

問
　
先
般
、
職
員
が
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
経
緯
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
本
年
　
月
９
日
付
け
で
行
っ
た
職

10

員
へ
の
処
分
の
経
緯
は
、
支
出
事
務
１
件
　
万
36

６
千
　
円
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
業
務
完
了
後

520

に
請
求
書
を
提
出
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

事
務
処
理
及
び
進
行
管
理
に
適
切
さ
を
欠
い
た

結
果
、
処
理
を
失
念
し
、
当
該
事
業
者
か
ら
の

指
摘
で
未
払
い
が
発
覚
し
た
も
の
で
す
。

　
市
は
、
直
ち
に
お
詫
び
し
、
支
払
い
を
完
了

さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
係
職
員
か
ら
事
実
関
係

の
調
査
を
行
い
、「
分
限
処
分
及
び
懲
戒
処
分

審
査
委
員
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
副
市
長
以
下
８
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
た
審

査
委
員
会
で
処
分
内
容
の
検
討
を
行
い
、
市
長

に
具
申
し
た
結
果
、
市
民
部
の
担
当
職
員
を
懲

戒
処
分
で
あ
る
戒
告
、
管
理
監
督
者
２
名
に
つ

い
て
、
懲
戒
処
分
以
外
の
処
分
で
あ
る
訓
告
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
件
は
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
信
用
を
著

し
く
損
な
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
再
発
防
止
を

徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。

水
上
　
　
務
　
議
員 録画映像

カ
メ
ム
シ
駆
除
に
関
す
る
件

問
　
水
無
の
火
葬
場
に
発
生
し
て

い
る
カ
メ
ム
シ
を
専
門
家
に

よ
り
駆
除
す
べ
き
で
は

答
　
市
　
長

　
　
根
本
的
な
発
生
抑
制
は
困
難

な
た
め
職
員
で
で
き
る
限
り

対
応
を
今
後
も
努
め
た
い

総合体育館西側駐車場舗装工事のようす

問
　
総
合
体
育
館
西
側
駐
車
場
の

工
事
目
的
は

答
　
市
　
長

　
　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と

や
大
型
バ
ス
駐
車
枠
の
設
置

を
目
的
と
し
た
改
修

問
　
先
般
、
市
職
員
が
懲
戒
処
分

を
受
け
た
経
緯
は

答
　
市
　
長

　
　
事
務
処
理
の
失
念
に
よ
り
未

払
い
が
発
覚
し
た
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問
　
茨
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
入
浴
券
交
付
事
業
は
、

高
齢
者
が
地
域
住
民
や
家
族
と
触
れ
合
う
機
会

を
促
進
し
、
生
き
が
い
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
標
に
、
市
単
独
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
多
く
の
高
齢
者
は
単
独
世
帯
で
交
通

手
段
は
な
く
、
地
区
の
銭
湯
も
な
く
な
り
、
入

浴
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
・
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等

で
は
、
定
期
的
に
誘
い
合
い
、
市
の
バ
ス
を
利

用
し
て
せ
せ
ら
ぎ
温
泉
に
出
掛
け
て
い
る
地
区

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
事
業
実
績
で
は
対
象
者
７
千
　999

人
、
交
付
者
６
千
　
人
で
　
％
、
利
用
率
は

546

82

　
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
率
の
低
下
が

49

見
ら
れ
、
第
２
次
北
斗
市
総
合
計
画
令
和
７
年

度
実
施
計
画
の
課
題
で
は
高
齢
者
の
外
出
交
流

の
促
進
な
ど
に
よ
る
介
護
予
防
に
資
す
る
事
業

の
見
直
し
が
必
要
と
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
市

の
考
え
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

芋
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
は
独
り
暮
ら

し
や
高
齢
世
帯
に
喜
ば
れ
て
い
る
事
業
で
す
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
固
定
電
話
回
線
が
な
け
れ
ば

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
昨
今
、
携
帯
電
話
の
普
及
で
固
定
電
話
の
回

線
が
な
い
世
帯
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
固
定
電
話
回
線
が
な
く
て
も
こ
の

シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
入
浴
券
交
付
事

業
及
び
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
は
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
々
の
心
身
の
健
康
の
保
持

及
び
生
活
の
安
定
に
必
要
な
、
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
状
況
の
変

化
な
ど
に
応
じ
て
、
事
業
内
容
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

茨
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
入
浴
券
交
付
事
業
は
、
入

浴
施
設
の
減
少
や
免
許
返
納
等
に
よ
り
、
入
浴

施
設
へ
の
移
動
が
困
難
と
な
る
な
ど
、
様
々
な

背
景
か
ら
利
用
率
が
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
そ
の
一
方
、
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
　
歳
以

75

上
と
な
り
、
全
国
的
に
医
療
費
・
介
護
費
用
の

増
加
や
介
護
人
材
の
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
問
題
の
課
題
と
し

て
、
社
会
保
障
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
介
護
予
防
の

推
進
は
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、
新
た
な
支
援
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
関
係
者

と
協
議
・
調
整
の
上
、
具
体
的
な
実
施
内
容
等

を
整
理
し
て
ま
い
り
た
い
。

芋
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
は
、
独
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
重
度
身
体
障
害
者
世
帯
等
に

対
し
、
急
病
等
の
緊
急
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応
を
図
る
た
め
に
、
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与

を
行
う
も
の
で
、
対
象
世
帯
に
は
、
緊
急
通
報

機
器
を
無
償
で
市
が
貸
与
・
設
置
し
、
通
報
等

へ
の
対
応
を
「
公
益
財
団
法
人
北
海
道
健
康
づ

く
り
財
団
」
に
委
託
し
、
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
時
に
は
、
簡
易
な
操
作
で
通
報
が
可
能

で
、　
時
間
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
健
康
不
安

24

に
関
す
る
随
時
相
談
の
対
応
、
火
災
の
自
動
発

報
、
定
期
的
な
健
康
状
態
の
確
認
な
ど
、
充
実

し
た
支
援
内
容
で
す
が
、
携
帯
電
話
な
ど
の
無

線
通
信
で
の
利
用
は
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
な
る
高
齢
化
に
伴
い
、
協
力
員

の
確
保
が
難
し
い
利
用
希
望
者
が
増
加
す
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
駆
け
つ
け
対
応

に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
等
の
見
守
り
や
緊
急
通
報
等
に
関
し

て
は
、
現
在
、
民
間
事
業
者
に
お
い
て
、
見
守

り
機
能
や
防
犯
機
能
、
現
地
確
認
要
員
を
派
遣

す
る
な
ど
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
状
況
に
合
っ
た
も
の
を
選
択
し
、
ご
利

用
さ
れ
て
い
る
方
も
多
数
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
固
定
電
話
回
線
以
外
の
通
信

に
対
応
可
能
な
機
器
や
シ
ス
テ
ム
も
提
供
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
事
業
実
施
に
適

し
た
機
器
、
支
援
内
容
や
費
用
な
ど
の
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
事
業
に
お
い
て
、
現
段
階
で
固
定
電
話
回

線
以
外
の
通
信
方
法
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
す
が
、
不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
の

方
々
に
、
よ
り
安
心
し
て
在
宅
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
現
在
と
同
等

の
支
援
が
可
能
、
か
つ
、
通
信
回
線
に
つ
い
て

も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
い
っ
た
機
能
面
の
ほ

か
、
操
作
性
、
費
用
面
、
駆
け
つ
け
体
制
へ
の

対
応
方
法
を
含
め
、
適
し
た
機
器
の
導
入
や
、

実
施
方
法
等
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

工
藤
　
秀
子
　
議
員 録画映像

誰
も
が
幸
せ
で
輝
く
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
件

市で無償貸与している緊急通報システム装置

問
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
入
浴
券
交

付
事
業
・
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
設
置
事
業
の
今
後
に
つ
い

て
市
の
考
え
は

答
　
市
　
長

　
　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

実
施
し
て
い
る
が
、
状
況
の

変
化
に
応
じ
て
事
業
内
容
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
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５北斗市　議会だより

問
　
高
齢
者
は
誰
で
も
自
分
は
要
介
護
状
態
に

な
ら
ず
、
認
知
症
に
な
ら
ず
、
元
気
に
健
康
で

寿
命
を
全
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
介
護
予
防
に
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
る
の
を
で
き
る
だ
け
防
ぎ
、
遅
ら
せ
、
健
康

で
自
立
し
た
生
活
を
長
く
続
け
る
た
め
の
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。

　
栄
養
、
身
体
活
動
（
運
動
）、
社
会
参
加
の
３

つ
の
柱
が
あ
り
、
個
人
で
で
き
る
取
り
組
み
と

自
治
体
が
提
供
す
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
　
個
人
で
で
き
る
取
り
組
み
と
し
て
、
食
生
活

の
改
善
、
適
度
な
運
動
、
社
会
参
加
な
ど
の
健

康
的
な
生
活
習
慣
を
心
掛
け
る
と
良
い
と
さ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ま
は
高
齢
者
大
学
に
通
う
、
町
会

活
動
な
ど
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
が
提
供
す
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
も
、
北
斗
市
は
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識
の

普
及
や
「
ふ
ま
ね
っ
と
教
室
」、
サ
ロ
ン
な
ど
の

育
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
北
斗
市
の
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
３
点
お
聞
き

し
ま
す
。

茨
加
齢
に
よ
る
聴
力
機
能
の
低
下
は
、
認
知
症

発
症
要
因
の
一
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
や
聴
力
低
下
の
た
め
、

閉
じ
こ
も
る
こ
と
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
状

態
）
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
補
聴
器
の

購
入
費
用
を
助
成
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

芋
高
齢
者
の
運
動
機
能
維
持
を
目
的
と
し
て
、

身
近
な
公
園
に
介
護
予
防
器
具
・
健
康
遊
具
を

設
置
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
近
所
の
公
園
に
介
護
予
防
に
な
る
健
康
遊
具

が
あ
れ
ば
、
健
康
維
持
の
た
め
の
散
歩
が
楽
し

く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
内
に
幅
広
い
世
代

の
方
々
が
使
え
る
健
康
遊
具
を
設
置
し
て
い
る

公
園
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
後
、
増
設
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

鰯
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
市
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
高
齢
者
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
に

は
、
要
介
護
手
前
の
状
態
と
い
わ
れ
る
フ
レ
イ

ル
状
態
の
予
防
が
重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
齢
に
伴
う
聴
力
の
低
下
は
、
そ
れ
ま
で
支

障
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
た
地
域
社
会
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
し
、
閉
じ
こ

も
り
が
続
く
な
ど
、
社
会
的
孤
立
を
招
き
、
フ

レ
イ
ル
状
態
や
要
介
護
状
態
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
聞
こ
え
づ
ら
さ
の
解
消
は
、
認
知
機

能
の
維
持
や
認
知
症
の
予
防
効
果
も
期
待
さ
れ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

茨
加
齢
に
伴
う
聴
力
の
低
下
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
費
の
助
成
に
関
す
る
考
え
に
つ
い
て
、
本

市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
　
歳
未
満
の
難
聴
児
に
対
し
、
補
聴
器

18

購
入
費
用
等
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
介

護
予
防
の
観
点
、
仕
事
や
社
会
生
活
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
観
点
か
ら
、
助
成
対
象
の

拡
充
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、　
歳
以
上
の
現
役
世
代
や

18

高
齢
者
の
方
に
つ
い
て
も
、
令
和
８
年
度
か
ら

の
助
成
実
施
、
補
聴
器
購
入
に
関
す
る
他
自
治

体
の
支
援
内
容
や
支
援
対
象
機
器
等
に
つ
い
て
、

調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

芋
健
康
遊
具
の
設
置
に
つ
い
て
、
現
在
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
、

遊
び
や
健
康
づ
く
り
、
交
流
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
運
動
公
園
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
に

お
い
て
、
約
　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

1.2

コ
ー
ス
に
点
在
す
る
形
で
、
遊
び
な
が
ら
ス
ト

レ
ッ
チ
や
筋
力
強
化
の
効
果
が
期
待
で
き
る
、

健
康
増
進
遊
具
　
基
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
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健
康
増
進
遊
具
の
設
置
は
、
運
動
公
園
が
初

め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
、

今
後
、
健
康
増
進
遊
具
の
増
設
や
、
身
近
な
街

区
公
園
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
運
動
公
園
で

の
健
康
増
進
遊
具
に
対
す
る
評
価
や
、
街
区
公

園
に
設
置
し
た
場
合
の
安
全
性
及
び
利
用
頻
度

な
ど
を
考
慮
の
上
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

鰯
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
私
の
考
え

に
つ
い
て
、
高
齢
化
が
進
展
す
る
現
状
に
お
い

て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
、
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
健
康
寿
命

を
延
ば
し
、
介
護
予
防
に
つ
な
げ
る
健
康
づ
く

り
の
取
り
組
み
が
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
様
々

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
効
果
的

な
展
開
と
な
る
よ
う
、
現
在
、
複
数
の
部
署
で

実
施
し
て
い
る
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

全
体
を
整
理
し
、
組
み
合
わ
せ
や
統
合
な
ど
を

含
め
、
事
業
の
再
構
築
を
検
討
す
る
よ
う
、
関

係
課
に
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

日
笠
　
朝
子
　
議
員 録画映像

北
斗
市
の
高
齢
者
の
健
康
維
持
に
関
す
る
件

問
　
認
知
症
予
防
の
補
聴
器
購
入

費
用
助
成
の
考
え
は

答
　
市
　
長

　
　
助
成
実
施
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
を
進
め
て
い
る

運動公園に設置された健康増進遊具
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６ 北斗市　議会だより

問
　
茨
行
政
職
員
へ
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
に
つ
い
て
。

　
市
の
各
窓
口
や
電
話
対
応
に
お
い
て
、
暴

言
・
威
圧
的
言
動
・
過
剰
な
要
求
・
長
時
間
の

拘
束
等
、
い
わ
ゆ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
以
下
「
カ
ス
ハ
ラ
」
と
い
う
。）
事
案
は
、

現
状
ど
の
程
度
発
生
し
て
い
る
の
か
。

芋
市
内
事
業
者
に
対
す
る
カ
ス
ハ
ラ
防
止
支
援

に
つ
い
て
。

ア
　
小
売
・
宿
泊
・
介
護
・
医
療
・
運
輸
な
ど
、

市
内
各
業
種
の
事
業
者
に
お
け
る
カ
ス
ハ
ラ
被

害
の
実
態
を
市
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

イ
　
商
工
会
・
観
光
協
会
・
業
界
団
体
な
ど
と

の
連
携
に
よ
り
、
被
害
状
況
の
把
握
や
実
態
調

査
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

鰯
教
育
現
場
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
つ
い
て
。

ア
　
教
育
委
員
会
と
し
て
、
保
護
者
等
か
ら
教

職
員
へ
の
過
剰
な
要
求
・
深
夜
連
絡
・
人
格
攻

撃
な
ど
の
カ
ス
ハ
ラ
事
案
を
ど
の
程
度
把
握
し

て
い
る
の
か
。

イ
　
働
き
方
改
革
の
視
点
か
ら
、
カ
ス
ハ
ラ
に

よ
る
教
職
員
の
負
担
増
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
て
い
る
の
か
。

允
カ
ス
ハ
ラ
を
許
さ
な
い
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
総
合
方
針
に
つ
い
て
。

　
行
政
・
教
育
・
商
業
と
い
っ
た
各
分
野
に
ま

た
が
る
課
題
と
し
て
、
本
市
全
体
で
「
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
許
さ
な
い
文
化
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
と
し
て
の
総
合
的
方
針
、
横
断
的
な
連
携

体
制
の
構
築
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）
茨
カ
ス
ハ
ラ
と
の
線
引
き
が
難
し

い
た
め
統
計
的
な
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
大
き
な
声
を
あ
げ
て
労
働
者
や
周
囲
を
威
圧

す
る
」、「
長
時
間
に
渡
る
居
座
り
や
電
話
に
よ

る
労
働
者
の
拘
束
」
と
い
っ
た
事
案
は
こ
れ
ま

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
ほ
く
と
に
掲
載
さ
れ
た
職
員
氏

名
入
り
の
機
構
図
を
基
に
、
女
性
職
員
を
狙
っ

て
電
話
を
繰
り
返
す
事
案
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
で
は
、「
電
話
機
へ
の
録
音
機
能
追
加
」
や

「
職
員
の
名
札
を
名
字
だ
け
に
す
る
」、「
広
報

ほ
く
と
へ
の
機
構
図
掲
載
取
り
止
め
」
と
い
っ

た
対
策
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
も
、
改
正
法
や
国
の
指
針
に
基
づ
く
対
策
を

進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

芋
ア
　
本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
北
海

道
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
」
に

基
づ
き
、
北
海
道
で
は
、
カ
ス
ハ
ラ
の
実
態
や
、

そ
の
防
止
に
係
る
情
報
の
収
集
を
目
的
と
し
て
、

全
道
の
各
業
種
３
千
　
事
業
者
を
対
象
と
し
た

267

実
態
調
査
を
本
年
９
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
に
よ

り
、
実
態
把
握
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
　
関
係
団
体
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

実
態
調
査
の
必
要
性
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

道
条
例
に
基
づ
く
カ
ス
ハ
ラ
防
止
の
取
り
組
み

に
関
し
、
主
体
で
あ
る
北
海
道
と
連
携
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

答
（
教
育
長
）
鰯
ア
　
統
計
的
な
デ
ー
タ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
学
校
か
ら
は
軽
微
な
も
の
や
保

護
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
様
々
な
ケ
ー
ス
の

報
告
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
教
職
員
の
中
に
は

「
こ
れ
は
正
当
な
苦
情
、
指
摘
か
も
し
れ
な

い
」
等
の
認
識
に
よ
り
、
報
告
の
な
い
も
の
も

あ
り
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、
保
護
者
か

ら
直
接
、
学
校
に
対
す
る
相
談
や
苦
情
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
、
よ
り
良
い
対
応
を
行

う
た
め
に
は
、
先
入
観
で
相
手
を
判
断
す
る
な

ど
、
勝
手
に
決
め
つ
け
た
対
応
を
せ
ず
、
ま
ず
、

保
護
者
や
地
域
の
方
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
背

景
に
あ
る
事
情
や
心
情
を
把
握
す
る
た
め
の
初

期
対
応
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

機
能
付
き
の
電
話
機
、
業
務
時
間
外
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
導
入
す
る
な
ど
、
勤
務
時
間
の
徹
底
管
理

及
び
勤
務
時
間
外
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
カ
ス
ハ
ラ
に
よ
る
教
職
員
の
負
担
増
に
つ
い

て
は
、
非
常
に
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

対
応
し
た
教
職
員
が
一
人
で
抱
え
込
む
の
で
は

な
く
、
学
校
組
織
と
し
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
活
用
、
学
校
と
教
育
委

員
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

答
（
市
長
）
允
社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
が
、
市
と
し
て
は
、
一
事
業
者
と
し

て
、
基
本
方
針
の
策
定
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
、
相
談
窓
口
の
設
置
と
い
っ
た
職
員
を
守

る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
労
働
政

策
を
推
進
す
る
立
場
と
し
て
、
ま
ず
は
北
海
道

と
連
携
し
な
が
ら
、
市
内
事
業
者
に
対
し
、
制

度
や
研
修
会
等
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

伊
藤
　
洋
平
　
議
員 録画映像

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
関
す
る
件

北海道カスハラ
防止対策ポスター

問
　
カ
ス
ハ
ラ
を
許
さ
な
い
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
総
合
方
針
、

連
携
体
制
の
構
築
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か

答
　
市
　
長

　
　
北
海
道
と
連
携
し
な
が
ら
市

内
事
業
者
に
対
し
、
制
度
や

研
修
会
等
の
周
知
に
努
め
て

ま
い
り
た
い



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

７北斗市　議会だより

問
　
茨
本
年
の
気
象
状
況
を
振
り
返
る
と
、
農

作
物
に
よ
っ
て
は
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
年
に
お
け
る
米
を
含
め
た
主
要
作

物
（
米
、
ト
マ
ト
、
長
ネ
ギ
）
の
作
柄
、
生
産

額
（
見
込
み
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

芋
米
価
の
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
市
の
考
え
と
対
策
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

鰯
ト
マ
ト
共
同
選
別
施
設
に
関
し
て
は
、
議
会

で
も
い
ろ
い
ろ
討
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ト
マ
ト
共
同
選
別
施
設
の
改
修
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
現
時
点
で
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
茨
本
年
に
お
け
る
米
を
含
め
た
主

要
作
物
の
ト
マ
ト
、
長
ネ
ギ
の
作
柄
及
び
生
産

額
の
見
込
み
に
つ
い
て
、
米
に
つ
い
て
は
、
函

館
育
ち
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
取
り
扱
う
、
今

年
の
籾
の
受
入
実
績
は
２
千
　
・
１
ト
ン
で
、

367

対
前
年
比
で
や
や
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
歩
留
ま
り
率
が
高
い
こ
と

か
ら
、
最
終
的
な
取
扱
数
量
は
増
加
す
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
額
に
つ
い
て
も
、
米
価
高
騰
の

影
響
も
あ
り
、
前
年
を
大
き
く
上
回
る
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
北
斗
市
野
菜
生
産
出
荷
組
合
が
取
り

扱
う
、
長
ネ
ギ
と
ト
マ
ト
の
令
和
７
年
　
月
末

10

現
在
の
実
績
に
つ
い
て
、
部
会
別
取
扱
実
績
を

基
に
報
告
し
ま
す
と
、
ト
マ
ト
は
、
取
扱
数
量

が
２
千
　
ト
ン
、
生
産
額
が
　
億
６
千
　
万
１

647

12

678

千
円
で
あ
り
、
５
月
上
旬
の
天
候
不
良
や
夏
季

の
高
温
に
よ
る
花
飛
び
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た

が
、
出
荷
数
量
は
前
年
並
み
で
、
販
売
単
価
が

良
好
な
た
め
、
生
産
額
は
前
年
を
上
回
る
見
込

み
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
長
ネ
ギ
は
、
取
扱
数
量
が
２
千
　
ト
ン
、
生

309

産
額
が
　
億
２
千
　
万
２
千
円
で
、
８
月
下
旬

10

129

の
大
雨
の
影
響
に
よ
り
、
廃
棄
と
な
っ
た
事
例

も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
出
荷
数
量
及
び
生
産
額

は
前
年
を
下
回
る
見
込
み
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

芋
米
価
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
方
と
対
策
に
関
す
る
、
米
価
高
騰
は
、

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
農
家
所
得
の
改
善
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
り
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
歓

迎
に
値
す
る
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

消
費
者
の
立
場
か
ら
考
え
ま
す
と
、
主
食
で
あ

る
米
の
値
上
が
り
が
続
く
こ
と
で
、
日
々
の
食

費
負
担
が
増
し
て
い
る
こ
と
は
憂
慮
す
べ
き
状

況
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
高
値
傾
向
が
続
く
こ
と
で
、
加

工
用
米
や
飼
料
用
米
な
ど
の
、
非
主
食
用
米
の

作
付
け
が
減
少
し
、
結
果
と
し
て
主
食
用
米
の

供
給
に
偏
り
が
生
じ
、
国
内
の
米
の
安
定
供
給

体
制
の
維
持
に
課
題
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
米
の
需
給
調
整
を
は
じ
め
、
水
田
政
策
は
国

の
責
任
で
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
本
市
と
し
て
は
、
直
播
栽
培
や
密

苗
栽
培
な
ど
、
育
苗
、
移
植
作
業
の
省
力
化
・

効
率
化
す
る
技
術
の
導
入
に
対
し
、
本
市
で
実

施
し
て
い
る
北
斗
市
農
業
機
械
等
導
入
支
援
事

業
補
助
金
の
活
用
を
促
し
、
労
働
時
間
と
資
材

費
の
両
方
を
削
減
し
、
米
価
下
落
時
に
も
対
応

可
能
な
体
質
づ
く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
さ
ら
に
、
地
域
農
業
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

毎
年
、
北
海
道
市
長
会
を
通
じ
て
水
田
政
策
を

含
む
農
業
全
体
の
振
興
に
つ
い
て
様
々
な
要
請

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
国
へ
の
要
請

活
動
を
継
続
し
つ
つ
、
米
政
策
に
お
け
る
国
の

動
向
に
つ
い
て
も
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

鰯
ト
マ
ト
共
同
選
別
施
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
本
施
設
の
建
設
に
向
け
た
実
施
設
計
の
納

期
を
　
月
　
日
と
し
て
お
り
、
建
設
費
等
に
係

12

10

る
財
源
確
保
に
向
け
、　
月
６
日
に
国
の
新
し

11

い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
に
つ
い

て
、
来
年
度
の
交
付
申
請
に
関
す
る
事
前
相
談

な
ど
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
令
和
８

年
１
月
ま
で
に
実
施
計
画
を
国
に
提
出
し
、
３

月
下
旬
に
交
付
決
定
額
の
内
示
が
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
交
付
金
が
採
択
さ
れ

る
よ
う
、
国
・
北
海
道
と
密
に
連
携
を
取
り
、

計
画
ど
お
り
来
年
春
の
工
事
に
着
手
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
な
お
、
施
設
完
成
後
の
運
営
経
費
等
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
新
函
館
農
業
協
同
組
合
と

協
議
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
。

宮
川
　
　
勇
　
議
員 録画映像

農
業
に
関
す
る
件

問
　
ト
マ
ト
共
同
選
別
施
設
改
修

の
進
捗
状
況
は

答
　
市
　
長

　
　
令
和
８
年
春
に
工
事
着
手
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
た
い

現在の北斗市トマト共同選別施設（中野通）
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８ 北斗市　議会だより

問
　
令
和
５
年
　
月
定
例
会
で
格
技
場
の
整
備

12

に
関
し
て
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
利
用

状
況
を
勘
案
し
、
検
討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
現
在
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
、

考
え
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
教
育
長
）
北
斗
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
横

の
格
技
場
は
、
昭
和
　
年
９
月
に
開
設
し
た
施

37

設
で
あ
り
、
既
に
建
築
か
ら
　
年
を
超
え
、
老

60

朽
化
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
利
用

者
の
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
修
繕
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
格
技
場
の
利
用
者
か
ら
、
建
て
替
え
に
関
す

る
要
望
は
な
く
、
現
在
の
格
技
場
を
維
持
・
管

理
し
て
ま
い
り
た
い
。

防
災
に
関
す
る
件

問
　
令
和
７
年
９
月
定
例
会
で
質
問
し
た
旧
久

根
別
川
の
排
水
ポ
ン
プ
場
に
関
し
て
、
３
台
の

ポ
ン
プ
が
稼
働
で
き
る
よ
う
に
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
常
設
さ
れ
て
い
る
ポ
ン
プ
は

１
台
だ
け
で
あ
り
、
３
台
稼
働
で
き
る
よ
う
に

北
海
道
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
「
同
一
箇
所
で
の
内
水
氾
濫
は
人
災
で
は
な

い
の
か
」
と
い
う
厳
し
い
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
市
で
は
、
本
年
　
月
に
渡
島
総
合

10

振
興
局
函
館
建
設
管
理
部
へ
、
旧
久
根
別
川
及

び
ト
ド
メ
キ
川
の
両
施
設
と
も
、
３
基
ず
つ
の

常
設
稼
働
が
で
き
る
よ
う
、
ポ
ン
プ
と
電
源
設

備
の
設
置
に
つ
い
て
、
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
、
設
置
の
有
無
等
に
つ
い
て
明

確
な
回
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
民

の
安
全
安
心
の
た
め
、
今
後
も
継
続
し
て
要
望

を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。

町
会
で
管
理
し
て
い
る
街
灯
の
整
備
に
関
す
る
件

問
　
街
灯
の
整
備
に
関
し
、
町
会
加
入
者
（
町

会
負
担
）
だ
け
が
整
備
費
を
負
担
し
て
い
る
こ

と
の
公
平
性
に
つ
い
て
、
現
在
、
町
会
加
入
率

が
約
　
％
し
か
な
く
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

61

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
改
め
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
町
会
未
加
入
者
と
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
加
入
率
の
向
上
へ
向
け
、
令
和
８
年

度
新
た
に
、
町
内
会
費
納
付
の
負
担
軽
減
を
目

的
と
す
る
事
業
の
導
入
を
支
援
し
よ
う
と
す
る

な
ど
、
町
会
が
取
り
組
む
、
加
入
促
進
活
動
に

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

問
　
街
灯
施
設
の
補
助
は
、
新
設
と
改
修
を
分

け
て
考
え
、
改
修
に
つ
い
て
は
　
％
に
す
る
べ

100

き
と
思
う
が
。

答
（
市
長
）
町
会
が
一
部
負
担
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

が
す
べ
て
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
格
差
が
縮
ま
っ
て
き
た
時
点
で
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

ワ
イ
ン
事
業
を
核
と
し
た
地
域
振
興
に
関
す
る
件

問
　
地
域
振
興
の
見
通
し
は
。

答
（
市
長
）
現
在
３
棟
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
完
成

し
、
令
和
６
年
度
の
ワ
イ
ン
生
産
見
込
み
は
２

万
７
千
　
本
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
ワ
イ
ン

800

振
興
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

２
５
に
基
づ
き
、
進
捗
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

高
齢
者
介
護
に
関
す
る
件

問
　
物
価
高
騰
に
よ
り
、
苦
境
に
あ
る
高
齢
者

福
祉
事
業
者
へ
の
対
応
は
。

答
（
市
長
）
本
市
で
は
、
事
業
所
の
人
材
確
保

に
つ
な
が
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
国

及
び
道
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

市
が
で
き
る
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

北
斗
追
分
Ｉ
Ｃ
産
業
団
地
の
整
備
に
関
す
る
件

問
　
団
地
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
市
長
）
速
や
か
に
土
地
造
成
工
事
に
着
手

し
、
国
道
沿
い
の
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
令
和
８
年

3.6

　
月
末
、
そ
れ
以
外
は
令
和
９
年
　
月
の
完
成

10

12

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
す
る
件

問
　
民
生
委
員
の
活
動
実
態
は
。

答
（
市
長
）
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
担
い
手
と

し
て
、
高
齢
者
の
見
守
り
、
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
相
談
対
応
な
ど
、

地
域
の
福
祉
課
題
に
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

新
関
　
一
夫
　
議
員 録画映像

ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
運
動
公
園
に
関
す
る
件

　
第
２
期
池
田
市
政
の
最
後
の
定
例
会
に
当
た

り
、
主
に
こ
れ
ま
で
私
が
質
問
し
て
き
た
こ
と

に
関
し
、
以
下
何
点
か
お
聞
き
し
ま
す
。

問
　
格
技
場
の
整
備
計
画
は

答
　
教
育
長

　
　
現
在
の
格
技
場
を
維
持
す
る

問
　
旧
久
根
別
川
に
設
置
す
る
排

水
ポ
ン
プ
に
関
す
る
北
海
道

と
の
協
議
の
進
捗
は

答
　
市
　
長

　
　
継
続
し
て
要
望
し
て
い
く

問
　
補
助
に
つ
い
て
は
新
設
と
改

修
に
分
け
て
考
え
て
は

答
　
市
　
長

　
　
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

町内会が設置した街灯
（ＬＥＤ化）



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

９北斗市　議会だより

問
　
湯
の
沢
水
辺
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
北
斗

市
民
や
近
隣
の
方
は
も
と
よ
り
、
全
道
・
全
国

か
ら
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
て

き
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ン
プ
場
近
く
の
森
林
内
に

建
設
さ
れ
た
太
陽
光
発
電
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

設
置
工
事
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
降
雨
時
の

土
砂
が
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
大
量
に
流
入
す
る
事

態
が
複
数
回
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
以
下
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

茨
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
敷
地
の
面
積
、
設
置
パ
ネ

ル
数
に
つ
い
て
。

芋
こ
れ
ま
で
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
土
砂
が
流
入
す

る
事
態
が
起
こ
っ
た
原
因
、
回
数
及
び
内
容
に

つ
い
て
。

答
（
市
長
）
ご
指
摘
の
と
お
り
、
集
中
豪
雨
な

ど
の
激
し
い
降
雨
と
、
キ
ャ
ン
プ
場
近
く
の
森

林
内
に
建
設
さ
れ
た
太
陽
光
発
電
施
設
の
工
事

に
起
因
す
る
影
響
が
複
合
的
な
要
因
と
な
り
、

土
砂
流
入
が
発
生
し
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
に

支
障
を
き
た
し
た
こ
と
は
、
本
市
と
し
て
も
重

く
受
け
止
め
て
お
り
、
事
業
者
に
対
し
、
厳
し

い
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

茨
林
地
開
発
に
関
わ
る
森
林
の
土
地
面
積
は

９
・
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
敷
地

991

の
面
積
は
４
・
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
設
置
パ
ネ
ル

68

数
は
２
万
２
千
　
枚
で
す
。

860

芋
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
土
砂
流
入
の
原
因
は
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
影
響
に
加
え
、
事
業
者
が
利
用

し
て
い
る
作
業
道
か
ら
流
入
し
た
雨
水
に
よ
り
、

法
定
外
水
路
が
増
水
し
た
た
め
、
そ
の
増
水
し

た
水
と
と
も
に
土
砂
が
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
流
入

し
た
も
の
と
推
測
し
て
お
り
、
太
陽
光
発
電
施

設
の
工
事
に
よ
る
影
響
と
、
予
測
を
超
え
る
大

雨
の
影
響
が
重
な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
土
砂
流
入
は
、
令
和
６
年
９
月
５
日
、
令
和

７
年
８
月
　
日
及
び
９
月
　
日
と
、
合
計
３
回

21

21

発
生
し
て
い
ま
す
。

市
施
設
管
理
人
等
の
雇
用
に
関
す
る
件

問
　
北
斗
市
内
に
は
、
住
民
施
設
、
体
育
施
設
、

文
化
施
設
等
な
ど
が
多
数
あ
り
、
多
く
の
市
民

に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
管
理
人
や
日
常
の
清
掃

員
の
影
の
支
え
と
も
言
え
る
努
力
に
よ
り
、
快

適
な
利
用
環
境
が
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
住
民

施
設
、
体
育
施
設
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
各
施
設
の
管
理
人

に
つ
い
て
、
直
営
・
委
託
等
の
形
態
、
業
務
時

間
、
報
酬
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
該
当
施
設
は
　
施
設
あ
り
、
直
営

29

が
１
施
設
、
委
託
が
　
施
設
、
指
定
管
理
が
８

20

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
直
営
１
施
設
の
業
務
時
間
は
午
後
５
時
か
ら

午
後
　
時
、
報
酬
額
は
年
額
　
万
６
千
円
で
す
。

10

72

　
指
定
管
理
８
施
設
の
業
務
時
間
は
午
前
８
時

　
分
か
ら
午
後
　
時
、
委
託
管
理
　
施
設
の
業

30

10

20

務
時
間
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時
で
、
報
酬

内
容
を
市
で
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

国
保
税
滞
納
世
帯
に
対
す
る
取
り
扱
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
件

問
　
厚
労
省
は
、
今
年
　
月
　
日
付
け
事
務
連

10

17

絡
に
よ
り
、「
国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
る
世
帯
主
等
に
対
す
る
措
置
に
関
す

る
取
扱
い
に
つ
い
て
」
を
全
国
自
治
体
に
通
知

し
ま
し
た
。

　
通
知
内
容
は
、
国
保
税
滞
納
者
へ
の
資
格
証

明
書
交
付
の
仕
組
み
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
関

連
し
て
、
特
別
療
養
費
の
支
給
対
象
者
で
あ
る

被
保
険
者
に
対
し
、
市
町
村
の
判
断
で
通
常
よ

り
も
有
効
期
限
の
短
い
資
格
確
認
書
を
交
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
北
斗
市

に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
通
知
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
医
療
費
の
一
時
的
な
全
額
負
担

が
困
難
で
あ
る
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
個
別
の
事
情
を
確
認
し
た
上
で
、
有
効
期

限
の
短
い
資
格
確
認
書
を
交
付
で
き
る
体
制
を

整
え
て
お
り
、
受
診
の
確
保
を
重
視
し
、
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
個
別
の
事
情
を
丁
寧
に

確
認
し
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

前
田
　
　
治
　
議
員 録画映像

湯
の
沢
水
辺
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
砂
流
入
に
関
す
る
件

問
　
土
砂
流
入
の
回
数
は

答
　
市
　
長

　
　
令
和
６
年
か
ら
合
計
３
回
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問
　
委
託
・
指
定
管
理
の
施
設
管

理
人
の
報
酬
額
は

答
　
市
　
長

　
　
委
託
　
施
設
、
指
定
管
理
８

20

施
設
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
な
い

問
　
資
格
確
認
書
の
交
付
に
つ
い

て
本
市
の
対
応
は

答
　
市
　
長

　
　
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、

事
情
を
確
認
し
た
上
で
交
付

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
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１０ 北斗市　議会だより

問
　
昨
今
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
、
い
わ
ゆ
る

野
良
猫
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら
糞
尿
被
害
や
鳴

き
声
、
い
た
ず
ら
な
ど
の
生
活
環
境
へ
の
影
響

を
訴
え
る
声
が
あ
る
一
方
、
動
物
愛
護
の
観
点

か
ら
猫
自
身
の
健
康
・
福
祉
を
求
め
る
声
や
活

動
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
問
題
は
保
護
と
排
除
と
い
う
異
な
る
立

場
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
心
情
も
理
解
で
き
ま
す
。

　
「
人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
社
会
」
と
い
う

観
点
に
立
て
ば
、
市
長
の
政
治
理
念
で
も
あ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
通
ず
る
と
考
え
ま
す
。

　
環
境
美
化
と
動
物
愛
護
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、

以
下
に
つ
い
て
市
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

茨
野
良
猫
問
題
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
。

　
市
民
か
ら
の
苦
情
件
数
等
の
状
況
は
。

　
ま
た
、
糞
尿
被
害
、
い
た
ず
ら
、
ご
み
荒
ら

し
、
発
情
期
の
鳴
き
声
と
い
っ
た
生
活
環
境
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
と
対
応
は
。

芋
地
域
猫
活
動
（
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
）
の
導
入
と
支

援
に
つ
い
て
。

　
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
有
効
な
手
段
と
さ
れ

る
「
Ｔ
Ｎ
Ｒ
（
 Ｔ
ｒ
ａ
ｐ
―
Ｎ
ｅ
ｕ
ｔ
ｅ
ｒ
―

Ｒ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
：
捕
獲
・
不
妊
去
勢
手
術
・
元

の
場
所
に
戻
す
）」活
動
及
び「
地
域
猫
活
動
」に

つ
い
て
の
市
の
認
識
は
。

鰯
不
妊
去
勢
手
術
費
用
へ
の
助
成
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
。

　
市
と
し
て
野
良
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に
対
す

る
助
成
制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

允
保
護
活
動
に
取
り
組
む
市
民
や
団
体
等
と
の

連
携
や
支
援
に
つ
い
て
。

　
多
大
な
時
間
と
費
用
を
か
け
て
保
護
活
動
や

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
い
る
が
、
市
は
こ
れ
ら
の

方
々
と
の
連
携
や
支
援
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
自
治
体
の
枠
を
超
え
て
活
動
し
て
い

る
団
体
等
も
あ
る
が
、
同
じ
く
連
携
や
支
援
は

あ
る
か
。

答
（
市
長
）
茨
市
に
寄
せ
ら
れ
た
野
良
猫
に
関

す
る
市
民
か
ら
の
苦
情
件
数
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
で
４
件
、
今
年
度
　
月
末
時
点
で
４
件
と

11

な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
野
良
猫
に
対
す
る
餌
や

り
を
止
め
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　
市
と
し
て
も
、
生
活
環
境
へ
の
影
響
は
少
な

く
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
北
斗
市
環
境

美
化
条
例
に
お
い
て
、
野
良
猫
に
対
し
て
み
だ

り
に
給
餌
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
定
め
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
周
知
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

芋
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
と
は
、
野
良
猫
を
捕
獲
し
、
不

妊
去
勢
手
術
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
印
と
し
て

耳
の
一
部
を
Ｖ
字
に
カ
ッ
ト
し
て
か
ら
、
元
の

場
所
に
戻
す
活
動
を
指
し
、
ま
た
、
地
域
猫
活

動
と
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
で
元
の
場
所
に
戻
さ
れ

た
野
良
猫
を
、
周
辺
の
地
域
住
民
全
員
の
理
解

と
合
意
を
得
た
上
で
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
見
守
る
活
動
を
指
し
て
い
る
も
の
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
野
良
猫
に
対
し
て
不
妊
去
勢
手
術

を
行
え
ば
、
餌
や
り
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
野
良
猫
に
対
し
て
迷
惑
に
思
っ

て
い
る
方
や
、
猫
自
体
を
嫌
が
る
方
の
立
場
も

尊
重
す
る
こ
と
が
、
取
り
組
み
の
大
前
提
に
な

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
、
相
談
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
地
域
住
民
の
方
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
取
り
組
み
に
対
し
て
、
活
動
内
容
を
周

知
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

鰯
一
般
的
に
、
猫
は
１
年
で
　
頭
以
上
の
子
を

20

産
む
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
繁
殖
を
抑
制
す

る
た
め
に
は
、
不
妊
手
術
や
去
勢
手
術
が
効
果

的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
道
内
に
お
い
て
、
野
良
猫
の
不
妊
去
勢
手
術

費
用
補
助
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
は
、
９
市
町

と
ま
だ
少
な
く
、
そ
の
う
ち
函
館
市
に
お
い
て

は
、
令
和
５
年
度
か
ら
補
助
制
度
が
開
始
さ
れ

た
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
手
術
後
は
、
元
の
場
所
に
戻
さ
れ
る
取
り
組

み
で
あ
る
た
め
、
地
域
猫
と
し
て
地
域
住
民
の

理
解
や
合
意
を
得
て
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
最

も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現

時
点
で
、
市
と
し
て
不
妊
去
勢
手
術
費
用
に
対

す
る
補
助
制
度
創
設
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

允
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
保
護
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
か
ら
、
相
談
や
協
力
依
頼
な
ど
を

受
け
た
こ
と
は
な
く
、
北
斗
市
内
で
そ
う
し
た

団
体
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
承
知
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
地
域
住
民
の
合
意
を
得
た
上
で
、

地
域
猫
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
は
、
環
境
美
化
と
動
物
愛
護
と
の
両
立
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
協
力
す
べ

き
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
活
動
を
行
う
団
体
に
向
け
た
情

報
提
供
や
活
動
内
容
の
住
民
周
知
と
い
っ
た
連

携
、
支
援
は
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

白
石
　
勝
士
　
議
員 録画映像

北
斗
市
に
お
け
る
野
良
猫
等
に
関
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
問
題
に
関
す
る
件

住宅敷地内で保護された猫

問
　
不
妊
去
勢
手
術
費
用
へ
の
助

成
制
度
の
創
設
は

答
　
市
　
長

　
　
現
時
点
で
、
不
妊
去
勢
手
術

費
用
に
対
す
る
補
助
制
度
創

設
は
考
え
て
い
な
い
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問
　
　
月
　
日
の
土
曜
日
に
、
北
斗
市
総
合
防

10

25

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
日
に
は
事
前
訓
練
も
行
わ
れ
、
両
日
有
益

24
な
訓
練
が
で
き
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

茨
２
日
間
で
市
民
と
職
員
の
参
加
人
数
は
。 

芋
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
の
分
析
な
ど
に
よ
り
、
訓
練
状

況
や
避
難
の
把
握
に
役
立
て
た
よ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
っ
た
の
か
。 

鰯
７
月
　
日
の
津
波
警
報
に
係
る
市
役
所
の
総

30

括
に
つ
い
て
、
職
員
か
ら
意
見
が
出
た
の
か
。

　
ま
た
、
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
避
難
所

の
対
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。

答
（
市
長
）
茨
前
日
の
事
前
訓
練
で
は
、
児
童

　
名
、
職
員
２
名
が
参
加
し
た
ほ
か
、
消
防
、

60函
館
地
方
隊
友
会
の
協
力
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
の
訓
練
で
は
、
市
民
　
名
、
職
員
　
名

191

78

の
ほ
か
、
函
館
地
方
気
象
台
な
ど
防
災
関
係
機

関
も
加
わ
り
、　
名
の
参
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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芋
近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
伴
い
、
誰
も
が
情

報
発
信
の
主
体
と
な
り
、
災
害
時
に
も
多
く
の

投
稿
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
本
部
移
転
訓

練
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
を
Ａ
Ｉ
で
分
析
し
て
表

示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
情
報
収
集
を
行

っ
た
ほ
か
、
避
難
所
へ
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
設
置

も
行
い
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
す
る
災
害
時
に

お
い
て
、
現
状
把
握
す
る
手
段
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

鰯
避
難
所
へ
派
遣
し
た
職
員
か
ら
は
、
避
難
者

が
殺
到
す
る
中
、
２
人
体
制
で
の
対
応
に
は
限

界
が
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
改
定
を
進
め
て
い
る
北
斗
市
避
難
所

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
避
難
所
に
派
遣
さ
れ
た
職

員
が
具
体
の
開
設
手
順
を
理
解
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
と
な
る
学
校
等
と
の

協
力
体
制
、
要
配
慮
者
や
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
者

へ
の
対
応
方
法
等
を
明
確
に
し
、
今
後
、
研
修

等
を
通
し
て
職
員
の
不
安
解
消
及
び
災
害
対
応

能
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

子
育
て
支
援
に
関
す
る
件

問
　
北
斗
市
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
以
下

の
点
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

茨
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
、
改
め

て
市
の
考
え
は
。 

芋
北
斗
市
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、
現
行
制
度

か
ら
変
更
す
る
予
定
は
な
い
の
か
。 

鰯
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
来
年
度
の

考
え
は
。

答
（
市
長
）
茨
児
童
ク
ラ
ブ
は
誰
で
も
自
由
に

利
用
で
き
る
場
所
で
は
な
く
、
利
用
条
件
等
に

制
限
が
あ
る
た
め
、
市
内
で
は
民
間
団
体
に
よ

る
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
な
ど
、

子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
民
間
団
体
の
主
体
的
な

取
り
組
み
を
尊
重
し
つ
つ
、
地
域
の
皆
さ
ま
や

関
係
団
体
と
の
連
携
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
。

答
（
教
育
長
）
芋
奨
学
金
制
度
は
、
制
度
開
始

以
来
、
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
何
度
か
改
正

し
て
お
り
、
引
き
続
き
利
用
者
に
と
っ
て
有
意

義
な
制
度
と
な
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

鰯
国
が
策
定
す
る
部
活
動
改
革
及
び
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
の
推
進
等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
道
が
策
定
す
る
北
海
道
部
活
動
の
地

域
移
行
に
関
す
る
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、
本
市

に
適
し
た
休
日
の
地
域
展
開
な
ど
に
着
手
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

市
長
と
若
手
職
員
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
件

問
　
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
参
加
は
、
業
務

と
し
て
の
参
加
な
の
か
任
意
な
の
か
。

　
職
員
及
び
市
長
の
昼
食
代
は
ど
の
よ
う
に
捻

出
し
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）
私
が
普
段
接
す
る
機
会
の
少
な
い

若
手
職
員
の
視
点
・
考
え
方
な
ど
を
知
る
た
め
、

肩
ひ
じ
が
張
ら
な
い
形
で
昼
食
を
と
り
な
が
ら

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
業
務
で
は
な
く
参
加

に
つ
い
て
は
任
意
で
す
。

　
ま
た
、
私
自
身
の
昼
食
代
は
、
自
己
負
担
と

し
て
お
り
、
職
員
分
に
つ
い
て
は
、
開
催
の
趣

旨
に
賛
同
い
た
だ
い
て
い
る
管
理
職
の
会
や
職

員
組
合
に
よ
り
、
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

髙
村
　
　
智
　
議
員 録画映像

防
災
に
関
す
る
件

問
　
北
斗
市
総
合
防
災
訓
練
当
日

の
参
加
人
数
は

答
　
市
　
長

　
　
市
民
　
名
の
ほ
か
関
係
機
関

191

も
加
わ
り
　
名
が
参
加
し
た

333

一本木にある高規格道路へ避難する
参加者（北斗市総合防災訓練のようす）

問
　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て
市
の
考
え
は

答
　
市
　
長

　
　
地
域
、
関
係
団
体
と
の
連
携

を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い

問
　
昼
食
代
は
ど
の
よ
う
に
捻
出

し
て
い
る
の
か

答
　
市
　
長

　
　
私
自
身
は
自
己
負
担
、
職
員

分
は
賛
同
い
た
だ
い
て
い
る

管
理
職
の
会
や
職
員
組
合
よ

り
、
負
担
い
た
だ
い
て
い
る



１２ 北斗市　議会だより

＝10月28日開催＝　
所管事務調査　『町内会・自治会の災害対
応のあり方に関する調査』
　担当課長より、町内会・自治会の災害対
応、自主防災組織、北斗市防災連絡会議な
どの説明を受け、質疑応答を行いました。
Ｑ　久根別住民センターは津波時の指定避

難所ではないが、令和7年7月の津波警報の際に避難事例があったた
めどのような扱いであったのか。また今後はどのように扱うのか。
Ａ　浸水エリア外に避難が間に合わない方などが緊急避難できるよう津波避難ビルという扱いをした。今
後も津波避難ビルとして周知したい。
第４回定例会中の審査　＝12月4日開催＝
　定例会で付託された、条例の一部改正（1件）の審査を行いました。
◆ 北斗市空き地の環境向上に関する条例の一部改正について　　　　  ＝原案可決とすべきものと決定＝
　人件費や燃料価格の高騰等を踏まえた除草等の費用の見直しに伴い、所要の改正を行うものです。
Ｑ　空き地に繁茂している雑草を放置していて、本制度の対象となる方に対し、どのように周知している
のか。
Ａ　本制度の対象となり得る方に対しては、2回刈り以上の除草を行うよう、毎年5月に文書で通知してい
ます。

〇委員会視察研修　　10月29日から31日まで、茨城県龍ケ崎市、神奈川県鎌倉市において「市民協働に
よる地域コミュニティの形成」について行政視察を行いました。

＝10月17日開催＝
所管事務調査　『高齢者・障害者の相談支
援体制に関する調査』
　担当課長より、高齢者・障害者の相談支
援制度、支援体制などの説明を受け、質疑
応答を行いました。
Ｑ　身寄りのない単身高齢者の相談につい
て、市の対応は。

Ａ　現在、国では身寄りのない単身高齢者への支援の制度化が検討さ
れています。市に相談があった場合は、関係機関と連携しながら個別の状況に応じて対応しています。
所管事務調査　『放課後児童クラブの委託状況に関する調査』
　担当課長より、放課後児童クラブの受託事業者の状況、利用状況などの説明を受け、現地調査の後、質
疑応答を行いました。
Ｑ　民間委託になったことで改善された点は。
Ａ　送迎支援の実施により、これまで児童クラブを利用できなかった地域の児童にも利用機会が広がった
ほか、児童クラブ専用アプリの導入により、出欠や弁当申込をスマートフォンで行えるようになり、保
護者の利便性が向上するとともに、支援員や市の事務負担も軽減されています。
第４回定例会中の審査　＝12月5日開催＝
　定例会で付託された、条例の制定（2件）、一部改正（3件）、その他（2件）の審査を行いました。
◆ 北斗市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例の制定について

＝原案可決とすべきものと決定＝
　児童福祉法の改正に伴い、乳児等通園支援事業が市町村の認可事業と位置付けられたことから、国の基
準に基づき、事業者の認可に必要な設備及び運営に関する基準を定めるため、新たに条例制定するもので
す。
Ｑ　保育士等の配置基準は。
Ａ　1歳未満は子ども3人につき保育士1人。１歳以上は子ども6人につき保育士1人が想定されています。

総　務
常任委員会

総　務
常任委員会

委員会活動をお知らせしま委員会活動をお知らせしますす

文教厚生
常任委員会

文教厚生
常任委員会

災害時に利用されるダンボールベッド

放課後児童クラブでの現地調査のようす
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◆ 北斗市特定乳児等通園支援事業の運営の基準に関する条例の制定について
　＝原案可決とすべきものと決定＝

　子ども・子育て支援法の改正に伴い、乳児等支援給付費の支給が定められ、市町村における新たな給付
事業として、本事業の利用定員や給付に関する確認に必要な基準を定めるため、新たに条例制定するもの
です。
Ｑ　すべての保育所、幼稚園が本事業を実施するのか。
Ａ　現在市内事業者と話している段階ですが、すべての事業者が実施するのではなく、実施可能な事業者
が実施します。
◆ 北斗市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営
の基準に関する条例の一部改正について　　　　　　　　　　　　　＝原案可決とすべきものと決定＝

　国の基準の改正に伴い、保育所等の職員による虐待に関する通報義務等を追加するため、所要の改正を
行うものです。
Ｑ　条例に明文化された虐待に関する通報は、誰がどこに通報するのか
Ａ　虐待を見つけた職員や施設側が、市役所や警察、児童相談所等に通報します。
◆ 北斗市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正について

　＝原案可決とすべきものと決定＝
　国の基準の改正に伴い、家庭的保育事業等の職員による虐待に関する通報義務等を追加するほか、母子
保健法に基づく乳幼児健診が行われた場合に、施設利用開始時の健康診断を省略できるよう所要の改正を
行うものです。
Ｑ　保健センターで乳幼児健診を行っているが、これまで家庭的保育事業では健康診断を行う義務があっ
たということか。
Ａ　そのとおりです。
◆ 北斗市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正について

　＝原案可決とすべきものと決定＝
　国の基準の改正に伴い、保育所等の職員による虐待に関する通報義務等を追加するため、所要の改正を
行うものです。
Ｑ　放課後児童健全育成事業というのは具体的にどういうものか。
Ａ　放課後児童クラブです。
◆ 北斗市体育館及び柳沢スキー場における指定管理者の指定について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　施設の指定管理者となる団体は、特定非営利活動法人・北斗スポーツクラブで、指定期間を令和8年4月
1日から令和11年3月31日までの3年間とするものです。
Ｑ　柳沢スキー場の橋の修繕状況は。
Ａ　現状通行する際に支障はありませんが、来年度予算で修繕する予定です。
◆ 北斗市民プールにおける指定管理者の指定について　　　　　　  　＝原案可決とすべきものと決定＝
　施設の指定管理者となる団体は、株式会社オカモトで、指定期間を令和8年4月1日から令和11年3月31
日までの3年間とするものです。
〇委員会視察研修　　10月21日から23日まで、千葉県市原市、千葉県香取市において「子育て支援の環
境整備」、「地域包括ケアシステム」について行政視察を行いました。

＝10月29日開催＝
所管事務調査　『ワイン振興の進捗状況と今後の施策に関する調査』
　担当課長より、地域活性化検討会議の状況、ワイナリー等の整備に関する事
業計画の進捗状況などの説明を受け、質疑応答を行いました。
Ｑ　市や6次産業化協議会はブドウ畑での熊対策は行っているか。
Ａ　ブドウ畑に限ったことではありませんが、熊対策としてハンターの巡回、
電気柵設置等を行っています。

産業建設
常任委員会

産業建設
常任委員会
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所管事務調査　『基盤整備事業に関する調査』
　担当課長より、基盤整備事業の整備状況、実施個所などの説明を
受け、現地調査の後、質疑応答を行いました。
Ｑ　基盤整備事業を希望してからどの程度の期間で認可されるのか。
Ａ　国や道の予算配分に限りがあるので、ご希望いただいても必ず
認可されるとは限りません。各地区の期成会に対しては、現時点
で認可までには少なくとも10年は要する見込みであると伝えて
います。
第４回定例会中の審査　＝12月8日開催＝
　定例会で付託された、条例の一部改正（2件）の審査を行いました。
◆ 北斗市農業生産施設条例の一部改正について　　　　　　　　　  　＝原案可決とすべきものと決定＝
　北斗市トマト共同選別施設の再整備のため、北斗市野菜予冷施設を解体除却することについて、所要の
改正を行うものです。
Ｑ　野菜予冷施設の今後の整備は。
Ａ　来年着工のトマト共同選別施設の向かい側に現在集出荷施設があり、その中にプレハブ式の予冷庫を
設置する計画となっています。
◆ 北斗市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の一部改正
について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝原案可決とすべきものと決定＝

　追分6丁目地区地区整備計画区域に係る建築物等の用途の制限に関する変更や、建蔽率の最高限度の追
加など、所要の改正を行うものです。
〇委員会視察研修　　10月6日から8日まで、神奈川県南足柄市、栃木県小山市において「新規就農者に
関する制度」、「市民農業者制度」、「環境にやさしい有機農業」について行政視察を行いました。

・10月20日に委員会を開催し、議会だより（№85）の監修についての協議を
行いました。
・11月21日に委員会を開催し、第4回定例会の議会運営（会期日程等）につい
て協議を行い、会期を12月2日から12月10日までの9日間としました。
・12月10日に委員会を開催し、第4回定例会の議会運営（会期日程等）につい
て協議を行いました。
・12月17日に委員会を開催し、第3回臨時会の議会運営（会期日程等）につい

て協議を行い、会期を12月24日の1日間としました。
・10月20日に議会ICT化の検討ワーキンググループ会議を開催し、会議システムのデモ等を行いました。
〇委員会視察研修　　11月4日から6日まで、東京都小金井市、神奈川県秦野市において「主権者教育」、
「常任委員会のテーマ設定及び政策提言」について行政視察を行いました。

■北海道市議会議長会道南支部議員研修会
　10月9日、函館市で開催され、16名の議員が参加しました。
■渡島町村議会議長会議員研修会
　10月9日、当市で開催され、2名の議員が参加しました。
■会派代表者会議
　10月10日、北斗市役所で開かれ、会派異動に伴う議会構成及び議
会構成に付随する事項について協議をしました。
　12月10日、北斗市役所で開かれ、議会運営等について協議をしま
した。
■全員協議会
　12月3日、北斗市役所で開かれ、閉会中における正副議長の公務活動、一部事務組合議会・広域連合議
会の概要、常任委員会の所管事務調査、議員視察研修について報告されました。

その他の会議など（市議会その他の会議など（市議会））

基盤整備地区での現地調査のようす

議　会
運営委員会

議　会
運営委員会

道南支部議員研修会のようす
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■南渡島消防事務組合議会
　11月27日、令和7年第3回定例会が南渡島消防事務組合消防本部で開かれ、令和7年度一般会計補正予算、
条例の一部改正（1件）が審議され、可決されました。
■南渡島衛生施設組合議会
　10月15日、令和7年第2回定例会が南渡島衛生施設組合で開かれ、専決処分の承認（3件）、条例の一部
改正（1件）、令和6年度一般会計決算認定が審議され、可決・認定等されました。この他、一般質問（1
件）が行われました。
■函館湾流域下水道事務組合議会
　11月27日、令和7年第2回定例会が函館市役所で開かれ、令和7年度一般会計補正予算、公平委員の選任
同意、令和6年度一般会計決算認定、報告（2件）が審議され、可決・認定等されました。
■函館圏公立大学広域連合議会
　11月27日、令和7年第2回定例会が函館市役所で開かれ、令和7年度一般会計補正予算、広域計画の改定
（1件）、第4期中期目標、公平委員の選任同意、令和6年度一般会計決算認定、選挙管理委員および補充員
の選挙、報告（3件）が審議され、可決・認定等されました。
■渡島廃棄物処理広域連合議会
　10月27日、令和7年第2回定例会が渡島廃棄物処理広域連合で開かれ、議席の指定、専決処分の承認（3
件）、監査委員の選任同意、令和7年度一般会計補正予算、令和6年度一般会計決算認定、条例の一部改正（1
件）が審議され、可決・認定等されました。

一部事務組合・広域連合議会の動一部事務組合・広域連合議会の動きき

議 会 日 誌（令和７年10月１日～令和７年12月31日）
北海道新幹線建設促進関係自治体議長会中央要望活動『東京都』（議長）11月 19日定期監査（監査委員議員）10月 2日

例月出納検査（監査委員議員）19～20日産業建設常任委員会行政視察『神奈川県南足柄市ほか』6～8日

北海道後期高齢者医療広域連合議会「議会運営委員会」『札幌市』（議長）20日北海道市議会議長会道南支部議員研修会『函館市』（議長ほか議員）9日

北海道後期高齢者医療広域連合議会定例会『札幌市』（議長）渡島・檜山管内市町議会議員研修会『北斗市』（副議長ほか議員）

議会運営委員会21日会派代表者会議10日

南渡島消防事務組合議会定例会（組合議員）27日渡島廃棄物処理広域連合議会「議会運営委員会」（議長、議会運営委員）14日

函館湾流域下水道事務組合議会定例会（組合議員）南渡島衛生施設組合議会定例会（組合議員）15日

函館圏公立大学広域連合議会定例会（連合議員）文教厚生常任委員会17日

北斗市議会第４回定例会本会議（第１日目）12月 2日議会運営委員会20日

定例会本会議（第２日目）3日議会ＩＣＴ化の検討ワーキンググループ会議

全員協議会例月出納検査（監査委員議員）20～21日

総務常任委員会4日文教厚生常任委員会行政視察『千葉県市原市ほか』21～23日

北斗市商工観光振興議員連盟と北斗市商工会役員との懇親会『函館市』北斗市森林・林業・林産業活性化議員連盟植樹『きじひき高原』26日

文教厚生常任委員会5日渡島廃棄物処理広域連合議会「全員協議会」（議長、連合議員）27日

産業建設常任委員会8日渡島廃棄物処理広域連合議会定例会（議長、連合議員）

定例会本会議（第３日目）10日総務常任委員会28日

北海道市町村職員退職手当組合議会「運営委員会」『札幌市』（議長）16日産業建設常任委員会29日

議会運営委員会17日総務常任委員会行政視察『茨城県龍ケ崎市ほか』29～31日

北斗市議会第３回臨時会本会議24日議会運営委員会行政視察『東京都小金井市ほか』11月4日～6日

例月出納検査（監査委員議員）25～26日第８回子ども議会17日
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◇11月12日　愛知県小牧市議会（会派）　　　　・ふるさと納税について

他の市議会等からの行政視察状他の市議会等からの行政視察状況況

委　　　　　員　　　　　氏　　　　　名委　員　会　名

　　玉　森　大　樹○　佐々木　　　亮◎　吉　田　直　樹総 務 常 任 委 員 会
（８人） 　　新　関　一　夫　　秋　田　厚　也　　白　石　勝　士

　　前　田　　　治○　工　藤　秀　子◎　山　本　正　宏文教厚生常任委員会
（６人） 　　栃　木　正　則　　仲　村　千鶴子　　寺　澤　十　郎

　　吉　田　直　樹○　山　本　正　宏◎　秋　田　厚　也
議 会 運 営 委 員 会

（９人）
　　仲　村　千鶴子　　白　石　勝　士　　前　田　　　治

　　新　関　一　夫　　工　藤　秀　子　　栃　木　正　則

　　吉　田　直　樹○　山　本　正　宏◎　白　石　勝　士北海道新幹線トンネル
工事に伴う掘削発生土に
関する調査特別委員会

（９人）
　　仲　村　千鶴子　　日　笠　朝　子　　伊　藤　洋　平

　　秋　田　厚　也　　宮　川　　　勇　　工　藤　秀　子

構成に変更のあった委員会についてお知らせいたします。

◎委員長　○副委員長　（　）委員定数

※髙村智議員が北斗市長選挙に立候補したため、公職選挙法第90条の規定により、１月18日付けで北斗

市議会議員の職は自動失職となりました。
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10月26日、北斗市森林・林業・林産業活性化議員連盟が、
きじひき高原にエゾヤマザクラ２本を植樹しました。

上磯小学校の皆さんが議場を見学しました！

普段は入ることのできない議場で「市議会の役割や仕事」
などについて職員から説明を受けました。
学習後には、実際の議員席に座り、議場の雰囲気を感じて
いました。
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令和７年１月～令和７年12月　定例会・臨時会出席状況一覧表
○は出席　×は欠席　△は遅刻、早退　

／

は出席不要　公は議会として欠席することが妥当と認めた欠席

令和７年１月～令和７年12月　各委員会出席状況一覧表
○は出席　×は欠席　△は遅刻、早退　

／

は出席不要　公は議会として欠席することが妥当と認めた欠席

◎議会運営委員会

※委員のほか、議長が出席しています。

臨時会第４回定例会第３回定例会第２回定例会第１回定例会　　　　　区分

氏名　　　　　

第
３
回

第
２
回

第
１
回

本会議決 算 審 査
特別委員会本会議本会議予 算 審 査

特別委員会本会議

３２１５４３２１３２１３２１５４３２１４３２１
○○○○○○○○○○○○○○○○白　戸　昭　司
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○白　石　勝　士
○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○玉　森　大　樹
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○吉　田　直　樹
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○伊　藤　洋　平
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○佐々木　　　亮
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○日　笠　朝　子
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○前　田　　　治
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○寺　澤　十　郎
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○中　井　光　幸
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○仲　村　千鶴子
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○栃　木　正　則
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○工　藤　秀　子
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○髙　村　　　智
○○○○○○○○○○×○○○○○○○○○○○○○○○宮　川　　　勇
○○○○○○○○○△○○○○○○○○○○○○○○○○山　本　正　宏
○○○○○○○○○○○○○○○○△○○△○○○○○○水　上　　　務
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○秋　田　厚　也
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○坂　見　英　幸
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○新　関　一　夫

181716　　　　　　回
氏名　　　　　151413121110９８　　　　　　回

氏名　　　　　７６５４３２１　　　　　　回
氏名　　　　　

○○○秋　田　厚　也○○○○○○○○秋　田　厚　也○○○○○○○秋　田　厚　也
○○○山　本　正　宏○○○○○○○○山　本　正　宏○○○○○○○山　本　正　宏
○○○吉　田　直　樹○○○○○○○○吉　田　直　樹○○○○○○○吉　田　直　樹
○○○前　田　　　治○○○○○○○○前　田　　　治○○○○○○○前　田　　　治
○○○白　石　勝　士○○○○○○○○白　石　勝　士○○○○○○○白　石　勝　士
○○○仲　村　千鶴子○○○○○○○○仲　村　千鶴子○×○○○○○仲　村　千鶴子
○○○栃　木　正　則○○○○○○○○栃　木　正　則○○○○○○○栃　木　正　則
△○○工　藤　秀　子○○○○○○○○工　藤　秀　子○○○○○○○工　藤　秀　子
○○△新　関　一　夫○○○○○○○○髙　村　　　智○○○○○○×髙　村　　　智
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◎文教厚生常任委員会

８　　　　　　回
氏名　　　　　７６５４３　　　　　　回

氏名　　　　　２１　　　　　　回
氏名　　　　　

○山　本　正　宏○○○○○髙　村　　　智○○佐々木　　　亮
○工　藤　秀　子○○○○○工　藤　秀　子○○工　藤　秀　子
○前　田　　　治○○○○○前　田　　　治○○玉　森　大　樹
○寺　澤　十　郎○○○○○寺　澤　十　郎○○白　石　勝　士
○仲　村　千鶴子○○○○○仲　村　千鶴子○○山　本　正　宏
○栃　木　正　則○○○○○栃　木　正　則○○新　関　一　夫

◎総務常任委員会

９　　　　　　回
氏名　　　　　８７６５４３　　　　　　回

氏名　　　　　２１　　　　　　回
氏名　　　　　

○吉　田　直　樹○○○○○○吉　田　直　樹○○仲　村　千鶴子
○佐々木　　　亮○○○○○○佐々木　　　亮○○栃　木　正　則
○玉　森　大　樹○○○△○×玉　森　大　樹○○前　田　　　治
○白　石　勝　士○○○○○○白　石　勝　士○○中　井　光　幸
○髙　村　　　智○○○○○○山　本　正　宏○○宮　川　　　勇
○秋　田　厚　也○○○○○○秋　田　厚　也○○水　上　　　務
○新　関　一　夫○○○○○○新　関　一　夫○○秋　田　厚　也

◎産業建設常任委員会

８７６５４３　　　　　　回
氏名　　　　　２１　　　　　　回

氏名　　　　　
○○○○○○伊　藤　洋　平○○髙　村　　　智
○○○○○○日　笠　朝　子○○吉　田　直　樹
○○○○○○中　井　光　幸○○伊　藤　洋　平
○○○○○○宮　川　　　勇○○日　笠　朝　子
○○○○○○水　上　　　務○○寺　澤　十　郎
○○○○○○坂　見　英　幸○○坂　見　英　幸

◎議会の活性化等に
　関する調査特別委員会
※所期の目的が達成された
ことから、令和7年3月21
日をもって委員会を解散し
ています。

◎北海道新幹線トンネル工事に伴う
　掘削発生土に関する調査特別委員会

９８　　　　　　回
氏名　　　　　

○○白　石　勝　士
○○工　藤　秀　子
○○吉　田　直　樹
○○佐々木　　　亮
○○前　田　　　治
○○仲　村　千鶴子
○○髙　村　　　智
○○山　本　正　宏
○○秋　田　厚　也

※委員のほか、議長が
　出席しています。

※委員のほか、議長が
　出席しています。

４　　　　　　回
氏名　　　　　

○白　石　勝　士
○山　本　正　宏
○吉　田　直　樹
○伊　藤　洋　平
○日　笠　朝　子
○仲　村　千鶴子
○工　藤　秀　子
○髙　村　　　智
○秋　田　厚　也
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桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁

們
編
 集
 後
 記
們

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
穏
や
か
に
過
ご
せ
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。

▼
昨
年
は
、
国
政
に
お
い
て
女
性
初
と

な
る
高
市
総
理
大
臣
が
誕
生
し
た
り
、

連
立
の
枠
組
み
が
変
わ
っ
た
り
と
、
変

化
の
激
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

▼
市
民
生
活
で
は
、
依
然
と
し
て
物
価

高
が
続
い
て
お
り
、
特
に
主
食
で
あ
る

お
米
の
価
格
に
注
目
が
集
ま
っ
た
一
年

だ
っ
た
か
と
感
じ
ま
す
。

　
北
斗
市
に
お
い
て
も
、
ま
だ
物
価
高

の
厳
し
さ
は
続
い
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
昨
年
　
月
に
国
が
ガ
ソ
リ

12

ン
の
暫
定
税
率
を
廃
止
し
、
さ
ら
に
は

総
合
経
済
対
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
北
斗
市
で
は
国
の
動
向
に
素
早
く
対

応
し
、
７
回
目
と
な
る
地
域
応
援
券
の

発
行
を
予
定
し
て
い
る
な
ど
、
市
民
生

活
に
目
を
向
け
た
物
価
高
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
明
る
く
前
向
き
な
気
持
ち
で

過
ご
せ
る
令
和
８
年
と
な
れ
ば
と
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
北
斗
市
は
今
年
、
市
政
　
周
年
と
い

20

う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
は
大
き
な
節
目
で
も
あ
り
、
時

の
流
れ
の
早
さ
を
実
感
す
る
　
年
だ
っ

20

た
と
感
じ
ま
す
。

　
　
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
良
い
機
会

20
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
様
々
な
催
し
が
企
画
さ
れ
た

り
、
行
わ
れ
た
り
す
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
発
展
を
続
け
る
北
斗
市

と
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
栃
木
　
正
則
）

　令和７年11月17日、第８回北斗市子ども議会が市議会議場にお
いて、市内の小学５年生から高校３年生までの子ども議員と市長
をはじめとする説明員の出席のもと開催されました。
　石別中学校の阿部恋花議長の開会宣告のあと、実際の市議会本
会議さながらに、北斗市の将来に関する提案や市政運営について、
９人が一般質問を行いました。

あ　べ この  か
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【
子
ど
も
議
員
か
ら
の
質
問
事
項
】

・
佐
藤　

諒
河　

議
員
（
石
別
小
学
校
）

　

「
ク
マ
の
対
策
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
」

・
伊
藤　

大
史　

議
員
（
萩
野
小
学
校
）

　

「
北
斗
市
の
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
件
に

　
　

つ
い
て
」

・
永
井　

海
理　

議
員
（
久
根
別
小
学
校
）

　

「
津
波
対
策
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
」

・
青
木　

咲
和　

議
員
（
谷
川
小
学
校
）

　

「
屋
内
の
遊
び
場
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
」

・
有
倉　
　

花　

議
員
（
上
磯
中
学
校
）

　

「
北
斗
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
居
場
所
に
関
す
る
件
に

　
　

つ
い
て
」

・
鍋
谷　

弘
稀　

議
員
（
大
野
中
学
校
）

　

「
ク
マ
出
没
の
対
応
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
」

・
藤
原　

悠
雅　

議
員
（
上
磯
高
等
学
校
）

　

「
北
斗
市
の
少
子
化
に
伴
う
上
磯
高
校
の
存
続
に
関
す

　
　

る
件
に
つ
い
て
」

・
三
橋　

冬
聖　

議
員
（
市
渡
小
学
校
）

　

「
ク
マ
の
被
害
へ
の
対
策
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
」

・
猪
股　
　

悠　

議
員
（
北
斗
高
等
支
援
学
校
）

　

「
北
斗
市
の
特
産
品
（
ふ
っ
く
り
ん
こ
）
を
よ
り
多
く

　
　

提
供
す
る
こ
と
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
」

さ 

と
う　
　

り
ょ
う
が

い 

と
う　
　

た
い 

し

な
が 

い　
　

 

か
い 

り

あ
お 

き　
　
　

さ　
わ

あ
り
く
ら　
　
　
　
は
な

な
べ  

や　
　

 

ひ
ろ  

き

ふ
じ
わ
ら　
　

ゆ
う 

が

み
つ
は
し　
　

 
と　

あ

い
の
ま
た　
　
　
　

ゆ
う


